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人
が
一
般
質
問

１６
一
般
質
問
は

～

日
に

人
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15
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の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。
気
候
、

観
光
、
特
産
品
、
農
業
、
働
き
方

改
革
、
ご
み
、
芸
備
線
、
教
育
、

な
み
か
カ
ー
ド
、
鳥
獣
対
策
、
生

活
交
通
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
事

業
協
同
組
合
、
デ
ジ
タ
ル
、
地
産

地
消
、
多
様
性
、
な
ど
多
く
の
内

容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

永
末
保
育
所
の
過
密
解
消
を

私
は
最
初
に
永
末
小
学
校
区
が

美
湯
ハ
イ
ツ
の
関
係
で
乳
幼
児

（
現
時
点
で
約

人
）
が
増
え
て

90

い
ま
す
が
、
保
育
所

が
僻
地
保
育
所
の
位

置
づ
け
の
ま
ま
と
な

っ
て
い
て
、
０
～
３

歳
児
の
受
け
入
れ
が
な
い
た
め
、

共
働
き
世
帯
が
多
い
今
日
、
他
地

域
に
預
け
て
い
る
人
が
多
い
。
一

般
保
育
所
へ
の
移
行
や
保
護
者
、

地
域
の
意
見
・
要
望
を
聞
く
懇
談

会
な
ど
対
応
を
考
え
て
い
る
か
問

い
ま
し
た
が
、
勤
務
先
な
ど
の
利

便
性
か
ら
、
永
末
に
来
ら
れ
て
い

な
い
の
で
特
に
対
応
は
し
な
い
と

い
う
回
答
で
し
た
。
永
末
小
学
校

も
令
和

年
に
は
児
童
数
が

人

5

90

に
な
る
予
定
で
、
施
設
の
不
備
を

指
摘
し
ま
し
た
が
、
教
室
は
確
保

さ
れ
て
お
り
必
要
な
改
修
は
行
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
保
護
者
や
地
域
へ
の
細
や
か
な

説
明
を
求
め
ま
し
た
。

国
保
税
均
等
割
の

割
減
免
を

１０

歳
ま
で

１８続
い
て
「
子
育

て
支
援
に
逆
行
し

て
い
る
」
と
軽
減
、

撤
廃
を
も
と
め
る

声
が
大
き
い
子
ど

も
の
「
国
民
健
康

保
険
税
均
等
割
」
を

年
４
月
か
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ら
、
未
就
学
児
を
対
象
に
５
割
軽

減
す
る
国
の
制
度
が
始
ま
る
の
で

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
市
独
自
で

歳
ま
で
の

割
軽
減
を
求
め
ま
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し
た
。
市
の
対
象
人
数
は
４
３
４

人
で
９
１
９
万
円
の
財
政
負
担
で

可
能
で
す
が
広
域
化
の
動
き
が
あ

る
な
か
で
、
市
独
自
の
対
応
は
し

な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

最
後
に
、

歳
ま
で
の
医
療
費

18

助
成
に
つ
い
て
は
、
三
次
市
、
安

芸
高
田
市
、
な
ど
近
隣
市
町
で
は

既
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
庄
原

市
に
お
い
て
は

歳
ま
で
と
な
っ

15

て
い
る
た
め
、

年
度
よ
り
実
施

22

を
求
め
ま
し
た
。

～

歳
の
受
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１８

診
人
数
８
２
３
人
（

年
４
月
１

22

日
～
）
自
己
負
担
額
７
０
０
万
円

で
す
が
、
や
は
り
行
う
と
は
言
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
「
子
育
て

す
る
に
は
庄
原
市
で
」
と
大
き
な

声
で
言
え
る
で
し
ょ
う
か
？

指
定
管
理
者
決
ま
る

桜
花
の
郷
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原

中
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

の
で
読
ま
れ
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

市
が
日
本
郵
政
か
ら
１
億

万
８００

円
で
取
得
し
た
温
泉
宿
泊
施
設

「
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
」
の
指
定
管

理
者
に
現
運
営
会
社
の
サ
ン
ヒ
ル

ズ
庄
原
を
賛
成

人
反
対

人
で
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5

可
決
し
ま
し
た
。
賛
成
、
反
対
で

各

人
が
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

3
谷
口
議
員
は
広
く
公
募
を
と
付
帯

決
議
も
あ
っ
た
中
で
サ
ン
ヒ
ル
ズ

と
決
定
さ
れ
た
が
説
明
も
な
か
っ

た
な
ど
反
対
の
立
場
を
述
べ
ま
し

た
。

年
４
月
１
日
リ
ニ
ュ
ー
ア

22

ル
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
設
備
改
修
や

管
理
費
７
９
０
０
万
円
を
盛
り
込

ん
だ

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２１

案
も
賛
成

人
反
対

人
で
可
決

16

3

さ
れ
ま
し
た
。

●
国
会
で
迷
走
し
て
い
た

歳
以
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下
の
子
ど
も
手
当
、
庄
原
市
も
一

括

万
円

月

日
に
支
給
決
定
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★
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
と

批
准
を
求
め
る
意
見
書
（
裏
面
掲

載
）
は
公
明
党
横
路
議
員
反
対
討

論
、
谷
口
議
員
賛
成
討
論
。
賛
成

多
数
で
可
決

次
の
二
つ
の
意
見
書
は
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

★
保
険
適
用
範
囲
の
拡
大
、
患
者

窓
口
負
担
の
軽
減
と
診
療
報
酬
の

改
善
に
よ
っ
て
、
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書

★
米
価
下
落
に
対
す
る
緊
急
対
策

を
求
め
る
意
見
書



核兵器禁止条約への署名と批准を求める意見書

広島と長崎にアメリカの原子爆弾が投下されてから 72 年を経た 2017 年７月７日、被爆者

の悲願であった核兵器禁止条約が、国連加盟国のほぼ３分の２となる 122 の国・地域の賛成を

得て採択され、昨年 10 月 24 日に批准した国が 50 カ国に達したことを受け、本年１月22 日

に発効を迎えた。

本市議会は、平成 30 年３月に本条約への署名と批准を求める意見書を日本政府へ提出して

おり、本年３月には庄原市平和推進条例を制定した。条例では「尊い犠牲と引き換えに得た歴史的

教訓を継承していくことが責務であることを確認し、世界最初の被爆県の都市の市民として８月６日

を決して忘れることなく、誰ひとりとして平和な日常を脅かされることのない社会の実現に努めること

を決意し、平和推進条例を制定する。」としている。

核兵器禁止条約は、被爆者とともに私たち日本国民が長年にわたり熱望してきた核兵器完全廃

絶につながるものである。

現在、日本政府は、世界の核兵器保有国と本条約賛成国との橋渡しの役割を果たすとして、本条

約について、署名も批准もしていない。しかし、今こそ、日本政府は本条約の実効性を高めるための

役割を自ら担うべきである。

よって、下記について改めて強く求める。

記

１．日本政府は早期に核兵器禁止条約への署名・批准をすること。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

令和３年 12 月 20 日

広 島 県 庄 原 市 議 会

(提出先)内閣総理大臣/外務大臣/衆議院議長/参議院議長

読者や後援会員、支持者のみなさんの力で４月に議席を得てから９ヶ月になります。

１０月には総選挙、１１月には県知事選もあり、みなさんには市議会選挙に続いてたいへんお世

話になりました。初めての議員活動で戸惑うことばかりですが、日本共産党に寄せられた願いを実

現するため、私なりに精一杯頑張っていますが、まだまだ不十分なことばかりで、自分自身歯がゆ

く感じています。市議会で論戦しても国の法律の壁に阻まれ、悔しい思いをしています。総選挙で

自公勢力が過半数を上回り、補完勢力の維新が３倍化したことで憲法改悪の危険性が増してい

ます。「戦争をしない国」を続けていくためにも、二度と被爆者を出さないためにも、来年の参院選

で日本共産党が躍進することが求められています。今年にも増してみなさんの温かいご支援とご

協力をお願いいたします。

一年間、本当にありがとうございました。

日本共産党庄原市議会議員 ふじき百合子


